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年頭あいさつ (会長)

「佐保自然の森」がスター ト::

ならやま (レ ポー ト、蕎麦クラブ・芋煮会 :大好評

自然俳句・癒しの散歩道

ポカポカ陽気のハイキング :i12月 例会

リレー随筆 「お元気ですか」。・く原稿募集中>

毛虫・アンコールにこたえて 1「講座J③

鳥シリーズ・地域情報他

く大募集中>rll会 F楽 しい行き先待つてますJ ::

1・ 2月 行事案内 。・・ 。新春講演会・野鳥観察会

今月の表紙・ペン面に寄せて
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_甕最=森林からの発信_
新年おめでとうございます。会員の皆様のます

ますのご健勝・御活躍を心よりお願いいたします。

平成 23年 |ま
「奈良 。人と自然の会」が発足 して

10年になる記念すべき年でもございますのよリー

層のご支援を本年もよろしくお願いいたします。

昨年秋の予算委員会で外国資本による土地取得

に規論」がないこと、従らてその保有状況の把握が

なされていないことなどが取り上げられました。

北海道における外国資本による森林取得が報告さ

れ水源確保、治・ll・ 治水への影響も指摘されてい

ましたっ   隣接二重県の大台町で水源地 3000

haが売りに出され、中国の方が購入調査に役場

に訪れたとの報道も出ておりました。

森林を樹本の経済的価値からのみ考え、他の優

れた多くの機能を理解 していないがゆえに生 じる

憂慮すべき課題ではないではないでしょうか。

100露 の裸地に 60万本の樹木を植栽 し「大阪万

国博記念公園の森」は作られたと聞いております。

i跡地審i用 計画委員会]|ま [万 博跡地三分の-100
haを多様な生態系を持つ森林として復活させる]

いう方向を示 し推進したのです。40年 も前のその

先見性・卓越 した考えは、素晴らしく、当時の高

度経済成長の状況を思う時、その考えが採択され

推進されたことは奇跡のようにさえ思えます。失

われた自然を回復する壮大な計画は、実現されて

います。

“みどりの街"構想を持つ橋下大阪府知事は、

大阪駅の北 1日 国鉄貨物ヤー ドを、「森にしては !j

と発信 し、個人住宅の建て替え時に本を植える緑

化策をとるよう誘導する [敷地緑化で建べい率緩

和]を 23年度から実施 しようとされていますご

こうした郵:き を積極的に提え、得た知識や活動
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奈良人と自然の会 会長 阿 部 示8生

を発信 し、“豊かな自然を保全 してゅこう"と いう

理解者を増や したいと思います。 潤常生活の身近

なところで、自然と接する機会を多くし体感する、

日常の一画に必ず緑があるような生活風景 そう

した取り組みの機運の高まりを着実に実現してゆ

きたいものです。そして その輸を広 !ずたいので

す。

実践活動を通して、という私達の「
会」理念 |ま、

発言 。発信に大きな力を添えてくれます。

自然=緑=森 の持つ大きな力「森が存在 しなけ

れば、ブ、類は存在 しない」という原点を確認 し、

微力であっても森林の保全を推進する力となりた

いと感 じています。

[多様な生態系を持つ森林]、 を守り育て「か :す が

えのない地球Jと 共生することをさまざまな機会

を提え、皆さまとともに 発信 してゆきたいと思い

ますの



ξ菱曝白黙の森聾の警備げ的 一か

7月 1日 、占岡博先生 (元・県立奈良高校長、学

校緑化等研究者)に現地視察を依頼した。現状の

地形や植生は、概ね保全しつつ、一部除伐する樹

木等について示唆をいただくG

そして、生物多様性を復活させる植栽計画の作

成をお願いした。

9月 10日 、畑明宏氏 (積水ハウス株式会社)に

多忙な研究の合間を縫つて、現地視察をしていた

だいた。雑草が生い茂り、7月 の時とは随分と様様

が異なってはいたが、基本的なコンセプトについて

のアドバイスを与えていただく。

9月 の幹事会において、プロジェクト推進役とし

て、鈴木、藤国の2名 が委嘱され、阿部会長、り|1井

顧間、古,1:祐 弓ゝ場、森、大沢、池田、井戸、平岡、

寺田の各氏と鈴木、藤田をメンバーとして、9月 22

目に第1回プロジェクト会議を開催し、活発な討論

を経て、以下のとおり整備の基本方金十をまとめたc

(1)名 称について

旧地名を大切にする方向で名称を考え、

「佐保自然の森」とする。

(2)コ ンセプトについて

我々の活動において、地域の自然の再生・

保全はどうあるべきか。

生物多様性豊かな森を実現するための植栽

計画や方法と技術的な問題、地域住民との調和

や黒髪山フィールドとの連携、等々についても考

慮したうえで

① 生物多様性豊かな、明るい森をつくる。

② 年中、花が咲き、実がなり、昆虫や鳥たち

が生活できる空間をつくる。

③ 出来る限り、現存の樹木や草は残す。

O環 境変化に対応出来る森をつくるため、ラ

ンダム集中配植をし、樹木間の競争関係を

生み出し、同種の樹木であつても、異なる年

齢の樹木を植える。

(3)今後の進め方

① 5年計画で整備し、以降も長期サイトで整

備観察を続けるcそのために必要なスケジュー

ルと組織づくりも考えておく(j

② 今年の秋・冬は、区割り、不要な樹木の伐

採、作業路整備等を行い、来年秋から植樹を

始める。

③ 県に対しては、整備コンセプトと植樹計画

案 (5カ年計画)を早期に作成し提出する。

④9月 30日 (本 )5～ 6人で現地視察と除伐

木のマーキングをする。

10月 15日 に風致景観課へ「佐保自然の森整備

計画」(案)を提出して了承され、細部については、

協議を重ねていくことになつた。

11月 12日 に現地打ち合わせを実施。観察ルー

雛 画の航打ちを行つた。

11月 25日 、全員が除伐木伐採と大型の不燃塵

等処理の2班に別れて活動。塵類は集めてく)集め

ても次々と出てくる。約3時間で軽トラック5台分が

集まった。除伐処理は、午後も引き続き行い、12月

2日 に残りの作業も完了し、年内の整備作業は一

段落となった。

来年2月 頃に観察路等の整備工事が実施される

予定である。

(文責 鈴木)
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な孟りまプ国ジエクトロンポートよ盪年電2月

il月 25舜 (本}晴  参爆者 35名
・極採棄然の森整維プロジェク トがスター ト.ベー

スキャンプから500mほ ど離ました場,1へ全員が

移動 して、計画曝面に従つて、樹木の除伐や放棄

ゴミの霧収に掛かるc午後 2時までに作業は発ど

完 了。年明 :す から、県が散策路や駐車場所の工事

:こ を行い、来年度から「佐保農然の森構想ゴによ

る植樹が本格的に始ります。

1月 26諄 (金)晴  参爆者 14名

シエア自然大学ビオ トープ科 9名 が来訪。

社の構造や水質、流入水轟題、生物の状況などに

つtヽ て、ビオ トープ作りの専疑家とし′ての貴重な

ア ドバイスを項きました.

12月 2獄 (本}請  参熟者 36基
,E建区身凛ナテ林の整備行の翼

'台

↑コすラの密土

の具合や生育状況を事断して適切な構成になるよ

う問伐する。間伐材 |ま乾爆を待つてコマ綴りし、

椎茸のホダ本として 2～ 3月 に植菌します。

・梅林に梅の菫本「茨早生」 3本を植樹。既にある

南高梅 |ま 轟家受治 しないので交髪こ

':]に

植えまし́た。

12月 9辞 (本)曇 り  新蕎麦祭 り (3名

・明け方は、書も間こえる不安定な天気でしたが、

43名:も の皆さ/υ :こ ご参カヨ:ヽ ただき、新蕎麦祭り

の前評申1は _L々 ,主催する蕎麦クラブのメンバー

にとっては、種まきからから蕎麦打ちまで、汗を

流し、腕を磨いてきたこの一年の成果が試される

日です。別会場では朝から3人のメンバーが60

人分の蕎麦を準備。「手打ち碁麦 ならやま庵』の

看板の掛ったならやま会場では、天婦羅、 トロコ、

幸み大根、カッポ酒が準備 され、蕎麦の難で上り

を待ちます。

・「冬の雷そぱ人たちを祝ひた り」

1_2時、蕎麦クラブの会員でもあ夕 11井顧問より

ご祝儀の有Jが被露されて開宴。参ふl者の評価はい

かにと緊張する中、「美勢こいもんだな一」と感要

(1)声 に、ほうとする蕎麦クラブのメンバー.1全

てならやま産の手 1年 り料理J″)新蕎麦祭 りは、 2

義間で 60人分の養麦 i、 きれいに無くなり好評裡

にお鷲きとなる。まずは 警出度 し 巨鐘度 し

:暮:鶴

12潟 16甕 (本)曇 り  参熱者 36名 .

ヨナテ蘭伐 今冬 番́の冷え込み 1,、 三直:組 に

とっては絶好′)■1事 日和=終 露、'すラの胃伐整

備に取り組みましたcコ すラは枝つきび)ま ま置い

て水う)を抜き、来鳥、警り摘えホダ本にします

花壇づくり 遷都 1秘 (〕 O年祭会場で使われてい

た花壇驚の本材を、県の手配でならやまの花づく

り:こ 再審j用 することになり、白転車道路沿いに花

壇を設置 ヒ́ました。景観を彩 り、通る人たちの霧

を楽しませる花|=り に、会員の皆さんのアイデア

とお力添えをお願いしますこ

2月 18日 (土)晴 芋煮会  参加者 51名

今年の緯尾を飾る恒倒の芋煮会は、シエア自然大

学の実習生 22名 が参爆する大盛会。定番のイモ

煮鍋、桜島大根炊き、名物カッポ酒が機つて、な

らやまの味はオンパ レー ド。鈴木リーダーが趣漁:

を疑らした桜島大根の重量当て、難読文字クイズ、

野菜クイズで、大いに盛 り上がり、一年の努ノ」を

締め揺るとをもに、来年の活躍を誓い合ヽヽ̀まヒ′た。

(当 日の模様は男11掲 び)記 1事 をこ
｀
覧ください)

一言

( 古サli 祐司 記 )



な らやま `各麦文化 クラブ 奮聞記

「蕎麦の栽培から、収穫、蕎麦打ちなど、

蕎麦に関する知識、技能、文化を広く勉強し、

豊かで楽しいならやまプロジェク トに役立ち

たい」と、蕎麦文化クラブが幹事会の承認を

経て発足したのは 22年 5月 。現在のメンバ

ーは 19名 である。

クラブの主な活動の一つは、蕎麦打ちの

技術の習得。秋に 「ならやまの新蕎麦を打

つ」を目標に、国辺保 さん (蕎麦打ち初段

シニア 15期 生)を講師に迎え、月 1回 の

自主研修を行 う。また、希望者は交野市に

ある蕎麦道場で読を磨 く。 こうして実技研

修への参カロまま、延べ 101回 。人に達 した。

5月 、有名な「笠そば処」(奈 良県桜井市)

を訪闘.(有 )荒神の里・笠そばの藤井敬三

社長から、蕎麦作 りで村起こしに成功する

までの苦心談を拝聴する。

8月 猛暑の中、本格的な蕎麦栽培の開始。

昨年藪をサ リ開いた C2地区を新たな蕎麦

畑に仕立て、a地区のジヤガイモ畑跡 と合

わせて約 7ア ールの耕起、畝作 り、種まき

に、蕎麦文化クラブのメンバーが汗を流す。

品種は「イ言濃 1号」を主体に生駒の大粒種c

ところが、C2地区の畑にハ トの大群が襲

来、蕎麦の種を殆ど食べてしまうという珍

事が発生。北海道の 「北早生」を追い播き

したため、結果として 3種類の蕎麦が混生

することとなつた。

11月 、刈取 り、ハサ掛け、脱穀、選別

の一連の作業も、メンバーの協力で順調に

進行。収穫 した蕎麦は 13kg、 この製粉

には一苦労する。 3種類の大粒小粒が混在

し、乾燥もまちまちでの蕎麦、これを何 と

か一人前の粉にしてくださいと、特別の伝

手で京都の老舗の河村製粉さんにお願いす

るっ ll■ 分苦労されたそ うだが、見事に香 り

の高い 「挽きぐるみ」 (甘皮 {)一 緒に製粉 )

の蕎麦粉 7kgに 仕上がって送られてきた。

12月 9霧 、新蕎麦祭 りの開催日は、

明け方に雷鳴が聞こえる不安定な天気だつ

たが、43人の参カロを見る大盛況。

60人分の蕎麦を打つために、朝から平

城西公民館で圏辺、四宮の両氏が取 り掛か

る。会場では駆 |す つけてくれた名人鶴見達

也氏 (シ エア 9期花 1斑)の蕎麦打ちデモ

ンス トレーションが参加者環視の中で行わ

れる。かくて 12時までに首尾よく60人

分の蕎麦が打ち上がって準備完了。

手各の雷そ :ま人逹 を祝ひた り1の ご祝

儀の句が添えられ、り|1井 顧間の乾杯で祭りが

スター ト。文字通 りの 「打ちたて、茄でた

て」の蕎麦が配 られると、皆さんから「美

味いもんやな―」とい う感嘆の声。春から

の努力が一遍に報われたような達成感を味

わった蕎麦クラブメンバー達。用意 された

ものは天婦羅、大和芋、辛み大根など全て

ならやま特産cカ ッボ酒で盛 り上がつて、

始めての新蕎麦祭 りは大成功、会員にとつ

ても最高の好日となつた。

そばクラブは、今年から第 2年 目に入 り、

や りたいことはまだまだ多い。まずは、年

間 5 0kgの 蕎麦の収量確保。次に、全員蕎

麦打ち初段の取得。 さらには日本の誇る蕎

麦文化の探求などである。 しかし、何より

大切なことは、蕎麦好きのメンバーの輪が

さらに大きく広がることだ。

ならやまで、蕎麦を「作つて、眺めて、

打つて、食べて」のどれか一つでもやつて

みたい人、いつでも大歓迎です。

あなたも、どうぞ

(蕎 麦文化クラブ 古川祐司 記 )



一単鍮 眈銅鸞櫻雉 手慶会

冬の冒差しに恵まれた12′司18百 、なら)や t自 慢

野菜グ)「 里芋 Jとごぼうなどを煮込んだ、ならやま恒

伊:の「芋煮会」が、51名 ()の 会員やシエア自然 大

学校実習生の参加により開催された。土壌改良の

効果と、猛暑の11でジ)水管理や量i寄せ等の行き届

いた世話が功を奏したのか、例年以上の出来栄え

である(:

8名 の実習生が、農園担当グループの手ほどき

を受けて、芋掘りに挑戦。備中鍬を振り下ろす手つ

き13危な:デながら、数株を掘り起こすなに次第に要

領1)良 くなり、30株くらいを掘り上げた。

早速握
'採

う́11芋′ン泥と表皮を落とすため 中西

達夫さん手作吟の芋洗い器で体験実習 |ニチャレン

ジt′ たr芋洗い器を失Eっ ていたび→:t、 84■ 1宅 ′)

みで、「これは良い |」
「ダイニット」できるかもと言い

ながら、交替しなから次から次へとこなしていく.

「自分たt,1ま 、種芋′)植え付けや管理作業はし

てこなかったけれど、収穫した芋を賞味できるの

は、大変嬉しいなあ1、
1有機栽培で育てた本物の

味を一亥:も 早く味わつてみたい」と、異書同音に感

想を漏らしつつ、読三の誘弓年業などt,体議c

実習 iま 、里生|・ 農鳳 `竹工作の3班 |三 分かれて

実施されたが、午前中で無事終了し、阿部会長

が、会の歩みや運営方法、そして実習生に対する

歓迎の言葉ととi)に 、大学校卒業後は、是非とt)入

会されるよう切望する旨の挨拶をし、待す)に待つた

「芋煮会」がスタート.続いて川井顧間が、「 ―年の

納めの味や 芋煮会」の名句を繊り込み、参会者の

活躍と会の益々の発展を祈願して乾杯′)発声。

今年は、芋煮鍋だなすでなく、「だいこ炊き1も並ベ

られ、地産地消 (彩旬味 )、 安全安心の有機野菜鍋

の前には、たちまち行夕liができる。

とろけるような里芋に「美味しい |」 i美 療しい IJ

の連発。また、桜島大根をふんだんに入れ、油揚

げと煮込んだFだぃこ炊き」にも次々と手が伸びる.

京都千本釈迦堂に次ぐ“味自慢"との声t)上がるっ

いよいよ会()盛り上がりを見せた頃、「桜島大根」

重量当ての当選者を発表。やはり猛暑のため、灌

水作業1)欠かさなかつたが、発芽がやや不良であ

り、昨年よりも小振りであつたっ4各 の方々が、景品

の桜島大根をグット。t)なみに、ギネスブックに登録

されているのサま、31,lkgで胴回り119cmの 1)のだ

という.鹿児島県の地元では、2月 頃まで成長し続

!す るようだが、大和盆地などの内陸性気候の下で

は、凍結などのため、その頃まで露地に置いておく

ことは無理なようだ。

続いて、0～ 0「野菜クイズ。10問 1、 0「 難読地

名・5間 J、 3「難読野菜名・5問 Jなどを展開。

各部F弓 の問題を3間ずつ紹介すると、

[:「 胃暢′)ほうきJと言われる野菜とは?

0ビ タミンCの発見に貢献し́た野菜コま?

③ 裁判になつたことのある野菜とは?etc

④ 『一口J、
「化野 i、

「権楽」ctc

⑤ 「芋茎」「通草 ]「椴松」etc

次々と、珍答、迷答そして名答が飛び義す。景

品の「ならやま産野菜」に、工解者は一喜一憂。い

やいや“多喜"(大喜び)。 盛り上がつたクイズ大会1)

和気議々θ)内 に終了し、親睦の輪が一段と広がり

を見せた。

(文責 鈴木)

Ｆ
ト
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*ならやま里曲林花だより*

12月 18日 (土)冬が来て木々は葉を落としたり、冬芽をつけたり

して過ご [ノ ています。藪を刈つたあとの一角に一面υ)緑の林床が出

現 したので、行ってみると、ウシハコベの群落でした。いきいきと

葉が茂り、白いかわいい花をたくさん咲かせています。周 りの雑本

林によつて冷たい風から守られ、木漏れ 日の当たる湿つた所はウシ

ハコベにとつては絶妙の環境だったのでしょう。「里LL林の整備→眠

っていた植物の出現」という「ならやまの法則liを実感 しま tン た。

野|:1-イ ヌガラシ、ウシ⌒コベ、二十スビ、ヤツデ、フエノハナフ

ラビ (咆千葉)

実… :フ ユイチゴ、すカキ、クチ■シ、ネズミモチ、プ
=ゴ 、マンリ

ョウ、ヒサカキ

アニノハナワラビはシダの伸聞で花をつけるわけでi3あ りません

が、茎をすつと伸ばしその先の葉に黄褐色の胞子をいつぱいつけて

いる様子は花のようできれいです。 A地区の南斜面に咲きまし′た。

*ならやま烏だより*

12月 13(月 )小 雨 8種 53羽

ウビタキのジョー君が現れました

蕎麦クラブ (5月 笠蕎麦の見学)

守口 京子

小田 久美子

観察後、カラ類の混群が 15程 と、セグロセキ

鶴 ビ

、コノ客

12月 23日

ならやまの最終 日

間松作 り

力作ができました

来年もよろしく

これから

おいしい蕎麦を

打てるようになりたいあ !!

6



島 ぶ 夕継 争 梶

<曇 しの象歩鑢

人鞣ず く男費 の採薇;塊 なt券

大根収穫。自然の造形の妙。奇形が芸篠に見える。

4お景薔ても麓クFた さ瀬亀のあウ
`tけ

枯葉にも意志がある。十二月の風に意を得たり。

なざタセヤ饉久人樹ξ崎て令す

春  久

今   泰 久

春  久

伐農から倒本の整備に手を焼 く。大農、満身の力を嘆 う。

おん挙 jて たのか :ぶ あり続の先   春 久

弓場・ 森 ・ 谷′|1各氏。大名行列に参加。武士・ 奴の姿に

ほればれす。

手な角日むシエアの起えを顔

善餞とだぃこ贅き|(も願をうヽけ

※ 年が変わります。皆さんの批句をお待ちしております。

分ふ ネー

奮な ふ一

夢の花開く新しき門出に寄せて

(1)淡雪の光輝 く朝明けに

目映い陽ざし零れ出て

澱みない汚れなき魂は

吐く虐、の白さの向うに

(2)野辺の端の守 り地蔵が

路往 く旅人の幸せ願い

悟 り1/D歴 史の境地には

目覚める里山の雄姿に

谷川 萬太郎

新たなる門出の夢の花開く

遥かな眼差 し静かに瞬きて

湧き出ずる泉のごとく澄み

待ち望む新 しき希望の星が

心深い暖かな人になれよと

黙って優 しく微笑浮かべる

情け恋 しい自然の神が宿 り

清々しい旅立ちの鐘は鳴る



i12月 til会報告暑 「薬無寺か堪秋篠寺を講れ、志学会へ」

1.擁会

① 実施 日 :2月 6調 (月 )10:30西 ノ京

前出発～i5:45西 大寺駅前解散

② コース 薬師寺―唐招提寺 (拝観)一

垂仁陵―喜光寺―菅原天満宮―西大寺一秋

篠寺 (拝観 )

① 参加
= 26名

(男 16+女 10)

当日|ま 小春口和でハイクキング:こ は最高の天

候で、皆さんの精進のお陰と幹事|ま 一安心.

0 最初の薬師寺は、改修を前にし́た東塔を西

と,ヒ較 しながら見ようというのが狙いでし

たっ鳴などの冬鳥が群れる大池越えの両塔

,ま 、諸堂の甍と若車山、さらに青空をバッ

クに素靖らしい::し めでした。
「
絵葉書のよ .う 」と皆さん感激c

O つづく唐招提寺で|ま 平成の大修理が終わつ

た金堂を中心に、各種の天平時代の建築物

や諸仏を思い思いに拝観、散策c個人的に

は新宝蔵の破損夕、如来形立像を久 し振 りに

鑑賞しました。

0 昼食iま 、ポカポカ陽気の唐招提寺北側、秋

篠川沿いの緑地公園でとりましたG

O 昼一番は垂仁天皇陵へ。田道間守のお墓と

いわれる小島の樹木に群れる白い鳥に、「あ

れはなんと言 う鳥だろうか。」アレコレ言い

合つて 「年老いた川鵜であろう」というこ

とになりました。 (?).

〇 喜光寺では本堂 「試みの堂」を塀越しに鑑

賞。すぐ隣の日本三大天満官のひと D́を言

われる (?)菅原道真の誕生地の菅原天満

官を参拝 し、一路西大寺へ
.

〇 西大寺では皆さんどの時代の西大寺を探 し

たのでしょう。称徳上皇時代の豪1士な伽藍

を想 うのか、中興の祖叡尊時代の真言律宗、

担当 寺田 孝 塩本勝也

根本道場の伽藍だつたのでしょうか。また

弓削道鏡はこの寺にどのように開わつたの

でしよう.

O さて最後は秋篠寺を拝観 しましたc皆 さん

お疲れのようであちこちに座 りi丞 ス′で鑑賞。

楽 しみに していた苔む した境内も落ち葉に理

もれていましたが、掃除された一隅に書と落

ち葉の風情が良くあっていました。もちろん

お昌当ての伎芸天立像 |ま 、本当にふくよかな

美 しさが楽しめたようでした。

ラス トスパー トで西大寺駅前へ。皆 さん疲れ

ながら()無事 :こ雲1着 し、解散 しました。

案内説明の少ない史跡めぐりは、ご不満 lTh方

もおられたかもしれませんが、最高σ)お天気

とわれ らの奈良が今年遷者「 1300年 とい う豊

かな歴史に免 じてお許 し頂きたいと思つてい

ます。有難 うございました。

2_忘年会  12月 6日  16:00～ lSi30

。 場所   「西大寺 味楽座」

,参加者 32名 (男 23+女 9)

阿部会長の挨拶に続き、り|1井顧間乾杯で始まり

ました。 この一年を振 り返 リテーブル毎にいろ

んな話題で盛 り上が りました。宴が進むに連れ

てテーブルメンバー も入れ替わり、皆さん日ご

ろのお付き合いの薄い人同士も歓談されていま

した。豊島爵1会長の中締め、水本 さんの一本締

めでお蘭きとなりました。例年になく多くの方

のご参加をいただき、有難 うございました。



「

:f♭―随筆 磁 郷潔蘇夢白1∫

年賀状のこだわ り

橋本 由美子

我が家は、結婚 して以来ずつと写真入年賀状

にしています。こだわりは家族揃つて、千支に

ちなんだものを入れることです。'85年丑年「神

社のなでうし」と。'86年虎年は長女とトラの

ぬいぐるみを抱いて。そσ)後 は、兎、馬、羊、

愛大と一緒にだつたり、鼠年には三姉妹にミッ

キーのぬいぐるみを持たせたり。子どもが小さ

いうちは家族写真を撮ることは容易でしたが、

思春難には 「いつやめるの ?」 と反発されまし

た。 しかし、年末に “次の年の年賀状σ)写真を

撮ること"が我が家の年中行事となりました。

やがて子どもが大きくなると予定が合わず、早

朝に撮つたときもありましたc年賀状だけのゴ

挨拶の人もいますが、嬉 しいことに、年賀状を

見て連絡をくれる親戚や友人がいます。さて、

昨年、長女はイタリアに留学し、次女は結婚を

しました。急に寂 しくなりま tノ た0に ぎやかな

五人家族の時代はあつとい う間だつた気が ヒ́ま

す。三女もいずれ我が家から旅立ち、それから

は年賀状はまたモ)と の二人、老夫婦の 「元気で

すよ」の印になるでしよう。

リレー随筆 場晰瀬爾博害 J

投稿募集のお願い

「奈良人と自然の会」には多くの会員さ

んがいます。なかなか皆さんとお会いす

ることができません。

機関紙の上でお会いできたらうれ しい

と思い企画しました。

あなたのお力を貸 していただけません

か、400字以内です。「編集」まで

o
J

自然 に古代歴史 を重ね る

高松 秀行

奈良 。人と自然の会の活躍はめざましいが、小

生は格 日会員に甘ん じている。

シエア自然大学で学んで 3年になるが、世界遺

産に関心が高まり、自然学に歴史学を重ねてみ

ると楽 しいかと考えるようになつた。

平城遷都 1300年 を契機に、4月 より歴史学

吉代の講座で学んでいるっこの時代の歴史上重

大な出来事や、皆の関心事が多くある。 たと

えば邪馬台国の所在は、 卑弥呼の陵墓は、大

和三権の成立ち、歴代の天皇と有力豪族の系図、

神道 と仏教伝来、飛鳥の都 と難波の都、大化の

改新 と壬申の乱、行基の活躍 と大仏造営 等々

である。

古代史の文献資料の、古事記 日本書紀 風土

記に中国の古文書を使い学ぶ。幸い畿内とりわ

け奈良に |ま 、多くの古代遺跡が点在する。古墳

鏡土器の出土品 神社仏閣 遺構等の考古学資

料で検証 確認加味できる。

そのため 飛鳥 山之辺 斑鳩 吉野 平城

難波の現地を探訪 している。文献で深めた知識

に現地での検証で、より親 しみ 理解を深める。

更に何気なく歩いていた道中ハイキングが、自

然大学で得た 樹木や草、花、鳥の知識が役立

ち、安 らぎと充実感を満た してくれている。

現在平城遷都まで講義がすすんだが、平城京

ならやま周辺 佐保 佐紀についても見識を深

めたい。 さらに平安 鎌倉時代まで学び、自然

学と歴史考古学の両立が出来れば楽しいと考え

る。

今年を回顧 して、来年は当会の活動にもつと参

加できるとすばらしいと思 う。



や協 ら1昆虫講座 (第 3議 )

本村 裕

今回は毛虫さんからのアンコールに応えて続編を紹介 します。

ドクガ類やカレハガ類の幼虫 (毛 虫)が 毒毛を持っていることは理解 されたことと思います。Cは、

成虫の蛾はどうなっていると思いますか ? 基本的には毒毛は持っていません。しか し、ドクガが多

発すると灯 りに集まつてきて、毒毛を撒 き散らし、人に対する被害が発生iす る事Fllが ときどき報道 さ

れていますじそれは毛虫が蛹になった時、幼虫時代の毛皮 (抜 け殻)が蛹の周 りに残つていて、蛾 と

なって飛び出す時にその毛が体に付着するためで、あたかも成虫が毒毛をもつているかのようにな り

ますり日本では ドクガ類の被害はかゆみのみですが、熱帯地方では、ふ さふさとした毛に触れると猛

烈に痛みをともな う恐ろ ヒ′い毛虫がいます。現地の人 (,怖がつています。

毛虫類のもう一つのグループは柿の樹の住人のイラガ類です.ケ ムシほどには多くの毛はありませ

んら体はなまこ状で、刺状の内質突起をたくさん′備えていますcこ の突起には短い尖った毒刺毛がい

つばい配置されており、それに触れ′るとビリットした痛みが走ります.こ の刺毛が皮膚に突き刺さる

のかどうかはよく知りませんが、しばらくの間束1さ れた部分に手を触れると電気に触れたような痛み

が走ります。しかし、この痛みは 1時間も経てば治まりますので、被害部にさえ手を触れなければ問/

題はありません。私が以前赴任 していたパナマで大きなイラガにやられました。痛みが激しく、1時

間ほどうなり続け、とにかく泣 |す てくるほど痛かつたです。それに比べると日本産は赤ちゃんみたい

です。イラガの仲間には、アオイラガ、ホソヘジアオイラガ、テングイラガなどいろいろいますが、

最も多いのはアオイラガ (黄色で背中に青い筋がある)で、柿のほかいろいろの街路樹 (サ クラ、カ

ナメモチ等)の葉も食い荒らしています。

チョウの仲間にもケムシがいます。スミレ十■つくツマグロヒョウモン (レ ンガ色)、 ホ トトギスに

つくルリタテハ (黄色)、 アザミ類につくヒメアカタテハ (黒褐色)な ど、幼虫はたくさんの肉質突

起を備えたケムシです。体型と色彩が派手であることで、皆さんに怖がられていますが、毒はなく手

で触れても安全です。 しかも成人 ?に なれば別噴さんに生まれ変わります。

変 態

` 
昆虫は卵から成虫になる過程で、脱皮をして姿を変えて行きます。卵、幼虫、蛹、成虫と :

`姿

を変えてゆく過程を変態 と呼んでいます。幼虫と成虫の姿がまつたく異なるグループ (チ |

`ョ
ウ、ガ、カブ トムシなど)では体の大幅な作り変えのために蛹の時代を過ごします。一方、 1ョウ、ガ、カブ トムシなど)では体の大幅な作り変えのために蛹の時代を過ごします。一方、 1

'バ

ッタやセミなどのグループは成長するにつれて、羽根の部分が大きくなり、最後の脱皮を 1

:す ると本当の11根 となつて広が ります。学問的には蛹を経るグループを完全 変態 、蛹を経な ミ

ヨいグループを不完全変態と呼んでいます。
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お正月ですので「ウソ」・「鷺替え神事」 小購 久美子

ウソは、落葉広葉樹の森で木の冬芽や

花芽を食べるちょつとメタボな鳥です。

林の中で 「フィーフィー」と口笛のような声が

聞こえたら梢を見上げて下さい。大好き

な冬芽や花芽でのランチタイムに出会え

るかも。因みに国笛のことを 「うそ」 と

いいますっ桜の名所ではちょつと嫌がら

れますが、ぜ ヽ́んぶ食べつくすことはな

いので大目に見てやつて下さいの各地の

天神様には 「學」と「鷺」の字が似てい

るからとい う一説の 「鷺替え神事Jめ あ`

ります.代表的なのは 1/17大宰府天満宮

から始まり、1/24。 25は大阪天満の天神

さんでは「替えまひょ、替えまひょ」と声を掛けながらウノのお守 りを交換 します。同

じ日、東京亀戸天神など、道真生誕地の奈良菅原天満官では、2000年から 70年振 りに

復活 した神事が行われます。道真公は生没共 25日 なのだそうですが、ここは 6/25です。

可愛い鳥と人間の嘘・天神、面白い トリあわせですね。

☆ll月 ウミアイサ (水上池),ノ ゴマ♂ (我が家の庭)。 シベ リアジュリン(東院庭園)

(ノ ト田)

☆自宅 (橿原)の庭に毎年欠かさず来てくれてたアオジの「アオちやん」が今年は姿を

見せずチッチッの地鳴きも聴こえず・・。どうしたのか心配。補 うようにウグイスが

ジャッジャッ。この頃目立つて増えてきたメジロがなんとも賑やかにチュウーイチユ

ーイ。ヒヨドリにいたつては干 し柿をたいらげ「ご馳走様 l」 と挨拶するように部屋

を覗き込んで飛び去 りました。 (斎藤 )

☆ 「斑鳩より」三室山近く神南のエノキとムクノキの大本に連 日イカルが来ています。

お庭の持ち主さんも今年は来ましたねえ。と関心を示しておられました。農家には

豆まわしと言つて嫌われているとも…・私たちは姿と鳴き声で追っかけをしています。

コウテイダリ7_



言

~~~~~~~~~― ―

彗    「 命 輝 Iナ 京 都 第 九 」コ ン サ ー ト
幕

「
音がつながる 人がつながる 心がつな

がる」そんな標語で三々五々人々は、深まり

行 く秋 ll月 7日 心躍 らせ京都 コンサー トホ

ールに向かつて。なん と 1833席 の会場はほ

ぼ満席、ひ しひ しと′い地よい緊張が漂 う。聴

力を失っていく苦 しみの中で作 られた地球市

民の歌、ベー トーベンの交響曲第九は隔午開

催でもう第九回を数えます。そ してハンディ

のある人もない人 も供に入聞讃歌で絆を創ろ

うとい う趣旨のもと。私たす)NSK混 声合唱

団 (N奈 良 S障がい者 K健常者)の選抜 され

た 11名 は三回の合同練習を経て大先輩のこ

の会に参加 しま した。第一部は勤労障がい者

長崎打楽交流団 「瑞宝太鼓」の力強い身体か

ら心から、雰囲気空間まで響き染み渡る和太

鼓の連打に酔い しれた もので した。知的障が

いとい うハンデ ィを乗 り越 え、 「人が好き、

人との出会いが好き、好きだからたたく」を

合言葉に して年間 二〇0回 もの公演を重ね、海

外へも出向いています。 さてその 「命の第

九」ですが、 ソプラノ、アル ト、テナー、バ

スの他に、新たに第 5パー トで構成 され,て い

ます。 この第 5パー トは、 「声や言葉をはつ

きりと発することの出来ない人も歌えるよ

う」創 られた音域の狭いパー トです。それか

ら聴覚にハンディのある人にも来わつていた

だけるよう「手話隊」が、 リズ ミカルに歌詞

や音楽性を全身で表現 しています。健常者の

4声パー トは 230名 、 「5声 と手話隊」で

178名 総勢 408名 のメンバーーが独唱者 と供

に、京都市交響楽団田中良和の指揮により奏

でられた。 4声パー トで特筆 t)の は、小学生

がお母 さんとともに出演 し/た り、大学生の参
‐
加など、着実にその活動の輸が広がっている

のですね。 この 日に向かつての練習会場は第

5パー トは京都、宇治、枚方、高槻、奈良

(青葉仁)、 東京東青山の 6会場、 4声は京

都、城陽、滋賀、本津川それに我が奈良のN
SK混声合唱団、都合 11会場の仲間で構成

大石 F号 三

され ました。その 4声は第九の演奏前か ら舞

台へ整列 し、第 5パ ー トの皆さんのみ第二楽

章が終わってか らの人場 とな りました。 今日

のこの 日を迎えるにあたって、指導 された先

生方、介護に当たられた人たち、またそのご

家族の方々にとつて本当に感無量の舞台であ

つたであろ うか。特に電動ベ ッ ドでの参加の

重度障がい者は移動だけで も大変なのに。

京響の奏でるメロディーは第二楽章へ と。

指揮者は指揮棒を第ニバイオ リンの楽譜台に

置き、天上の調べか、はたまた奥京都八瀬大

原の小川の流れ,か 、アダージョ・モル ト・

工・カンター ビレの心豊かな安寧のメロディ

ーを酔い ヒノれるが如 く、時に微笑み時に厳 し

い眼差 しで。そ して第困楽章に入 り力いつぱ

い歌い終由した。皆夫々の想いで、心かぎ り

ホール空間も一体 とな り奏でられたG舞台下

右側では 6人の手話隊により、第九の歌詞や

音楽性をダイナ ミックな演技で華をそえ、た

だただ感動感動の嵐であつた。第五パー ト席

からは歓声や ときめきの声、話すことの出来

ない人の喜びの鳴咽か、身体一杯震わせ喜び

を全身で表現 していた。何がそ うせ しめるの

で しょうか。雰囲気で しょうか、波動か、否

五感を超越 したスピリチュアルな純な心なの

でしょうね。 ここ会場の人々も、道行 く人も

「全ての人々は兄弟になるA■e Menshen

WeFdenn B ru"der」 そ して一人一人の命が

輝き大切にされる、そんな社会であることを

念 じ願い、暮れなずむ空のもと、参画出来た

喜びに浸 リコンサー トホールを後にした。
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